１号様式
推　　薦　　調　　査　　書
	
部　　門
	

	
推薦者
	


	
ふりがな
氏　　名
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生年月日
（年齢）
	
 　　　　年　　月　　日生
        　　（　　　　歳）

	
本　　籍
	


	
現住所

	
〒
                                 （電話番号）

	
職　　業
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２号様式
功　　績　　調　　書

本　籍
現住所

                                         （ふりがな）
                                         氏　　名
                                         生年月日     年　　月　　日（　  歳）


１　性行



２　功績（具体的、かつ詳細に記述）
　［戦前］





　［戦後］

３号様式
履　　　歴　　　書

本　籍
現住所

                                         （ふりがな）
                                         氏　　名
                                         生年月日     年　　月　　日（　  歳）


                               学　　　　　歴

　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　（卒業・終了・中退）


職　　　　　歴

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

賞　　　　　罰
          年　　月　　日
          年　　月　　日


（４号様式）
刑　罰　等　調　書


                     　　　　　　　　（氏　　名）

                     　　　　　　　　（生年月日）  　 年  　月 　 日生

 　　本　籍

 　　現住所


 　　一　刑罰の有無（道路交通法違反及び自動車の保管場所の確保等に関する
　　　　 法律違反による罰金刑を含まず）

                      有　　・　　無

 　　二　破産宣告の有無

                      有　　・　　無

   　上記のとおり相違ありません。



         　　　　      　　平成　　年　　月　　日


                             　　　　　　市町村長                  印

















推　薦　調　査　書（記載例）
	
部　　門
	
　文化部門
	
推薦者
	
　沖縄県教育委員会

	
ふりがな
氏　　名
	
　へい せい　た　 ろう
　平　成　太　郎
	
生年月日
（年齢）
	
　明治○○年○○月○○日生
        　　　　（８０歳）

	
本　　籍
	
○○郡○○町○○字○○番地

	
現住所

	
〒
○○市○○町○丁目○番地の○　　　（電話番号）

	
職　　業
	
紅型（びんがた）業

	


功績概要


	
　戦前・戦後一貫して琉球びんがた業に携わり、びんがたの技術、技法の向上はもとより、琉球びんがた研究会を結成し、戦後のびんがた業の復興と後継者の指導育成に尽くすとともに、県指定無形文化財紅型保持者及び沖縄びんがた伝統技術保存会長として沖縄の伝統の復興発展に多大な貢献をした。

	

　 主
   な
   履
   歴
   ｜
   功
   績
   に
   関
   係
   の
   あ
   る
   履
   歴
   の
   み
   ｜

	
（自）大正○年○月○日
                      　びんがた業（家業）
（至） 〃 ○年○月○日

（自）昭和○年○月○日
                      　びんがた業（家業）那覇
（至） 〃 ○年○月○日

（自） 〃 ○年○月○日
                      　びんがた業の復興に専念
（至） 　　 現　　　在 

（自） 〃 ○年○月○日
                      　琉球びんがた研究会結成
（至） 　　 現　　　在

（自） 〃 ○年○月○日
                      　琉球びんがた研究会会長
（至） 　　 現　　　在

（自） 〃 ○年○月○日
                        沖縄びんがた伝統技術保存会代表者
（至） 　　 現　　　在

（自） 〃 ○年○月○日　県指定無形文化財びんがた保持者認定

（自） 〃 ○年○月○日  ○○市政功労賞受賞



功　績　調　書（記載例）

本　籍　○○郡○○町○○字○○番地
現住所  ○○市○○町○丁目○番地の○

                                       （ふりがな）  へい せい   た   ろう
                                       氏　　名　平　成　太　郎
                                       生年月日  明治○○年○○月○○日（８０歳）


１　性行
　　びんがたに魅せられ、自然をこよなく愛し、人々をいつくしむ心豊かな人柄である。　いかなる逆境をも乗り越え、物事を最後まで成し遂げる根性と信念の持ち主であり、無　欲活談、私心なく、家伝の技法を惜しみなく多くの人々に公開し、後継者を育て、今日　のびんがたの隆盛の基礎を築き上げた。


２　功績
　［戦前］
　　氏は、○○郡○○町に生まれた。平成家はびんがた業の三代宗家の一つであり、氏は　○○代目である。大正○○年、○○尋常高等小学校を卒業すると同時に家業の手伝いに　入った。しかし、父親の病気と家業不振により、翌年から１８歳までの６年間、八重山　に年季奉公に出る。苦しい年季奉公を終えて○○へ帰った氏は、家業の復興に努め、再　び父親からびんがたの技術技法を学び、昭和○○年までの１５年間、びんがた業に専念　した。

　［戦後］
　　戦後間もない、昭和○○年に本土から復員した氏は、生きるのが精一杯の混乱した社　会の中にあって、ただ一筋にびんがた業の復興に努めた。自らの記憶を頼ってびんがた　の型紙をつくり、材料や染料は代替品を創意工夫によって作り出した話などはあまりに　有名である。
    昭和○○年、氏は、「琉球びんがた研究会」をつくり、後継者の育成に努めた。現在、　びんがた業に従事している者の多くが氏の下で育った人達であるのは、氏の偉大な功績　の一つである。
    氏は、昭和○○年、びんがた業の復興の功績が認められて「沖縄タイムス賞」、また　昭和○○年には「琉球新報賞」、昭和○○年には○○市政功労賞を受賞した。
    さらに氏は、昭和○○年にはびんがた県指定無形文化財となり、「沖縄びんがた伝統　技術保存会」の代表者として会長に就任して、現在に至るまでも活躍中である。

履　歴　書（記載例）
本　籍　○○郡○○町○○字○○番地
現住所  ○○市○○町○丁目○番地の○
                                       （ふりがな）  へい せい   た   ろう
                                       氏　　名　平　成　太　郎
                                       生年月日  明治○○年○○月○○日（８０歳）

                               学　　　　　歴

　　　大正○○年○○月○○日　　○○尋常高等小学校６年卒業

職　　　　　歴

（自）大正○○年○○月○○日　　
                                びんがた業（家業）
（至）昭和○○年○○月○○日

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　漁夫として年季奉公（八重山）
（至）昭和○○年○○月○○日

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　びんがた業（家業）  
（至）昭和○○年○○月○○日

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　軍需工場徴用（本土）
（至）昭和○○年○○月○○日

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　びんがた業の復興に専念
（至）　　現　　　　　　　在

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　琉球びんがた研究会結成
（至）　　現　　　　　　　在

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　琉球びんがた研究会会長
（至）　　現　　　　　　　在

（自）昭和○○年○○月○○日
                            　　沖縄びんがた伝統技術保存会代表者
（至）　　現　　　　　　　在

賞　　　　　罰
      昭和○○年○○月○○日　　県指定無形文化財びんがた保持者認定
      昭和○○年○○月○○日　　○○市政功労賞受賞
